
「行
く
の
が
楽
し
み
」
結
教
暢
づ
く
り
を
Ｎ

未唯制州一詢綺剛拙卿貌嚇け暗組ａｋ

こ
れ
か
ら
背
負
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
多
く

つ
凛
罐
礎
朧
誠
擁猿
盤
証
い
湖
滋
蹴
蠅
れ
旭

災
害
、
そ
し
て
原
発
の
危
険
に
脅
か
さ
れ
て

い
る
被
災
地
の
皆
様
に
、
心
か
ら
ぉ
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

の振
吸
離
確
“轟
は
和ヽ
糾
蛹
働
鑢
、「押
叫

岳精流日本今院    i

第  4 Q 号

平 成 2 3 年 5 月

千 代 口 岳 若 会 私 報

平
成
二
十
三
年
度
岳
精
流
指
標

祓

饂
鰤
辣
斃

会
長
　
鈴
木
　
龍
成

コ
ン
ク
ー
ル
」
吟
剣
詩
舞
連
盟
の

「吟
詠

コ

ン
ク
ー
ル
」
等
が
相
次
い
で
中
止
と
な
り
、

加
え
て

「全
国
吟
道
大
会
」
も
中
止
と
な
り

ま
し
た
。
残
念
な
こ
と
で
す
が
、
諸
般
の
事

情
か
ら
止
む
を
得
な
い
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
千

代
田
岳
精
会
の
今
年
の

「昇
伝
審
査
会
」
が

去
る
四
月
廿
四
日

（日
）
に
無
事
開
催
で
き

ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
ご
同
慶
に
堪
え
な
い

と
こ
ろ
で
す
。

今
年
の

「審
査
会
」
は
、　
一
四
六
名
の
方

が
受
審
し
、
こ
れ
は
過
去
最
高
の
人
数
で
し

た
。
当
日
の
午
後

一
杯
を
か
け
て
、
家
吉
精

雄
、
大
西
精
弘
両
先
生
の
ご
懇
切
な
審
査
と

指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
皆
様
も
平
素

の
勉
強
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
さ
れ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

「昇
伝
審
査
」
は
、
私
ど
も

の
平
素
の
吟
勉
強
の
成
果
を
審
査
先
生
の
専

門
的
な
視
野
か
ら
批
評
い
た
だ
き
、
明
日

ヘ

の
前
進
の
ヒ
ン
ト
を
つ
か
ん
で
い
た
だ
く
絶

好
の
機
会
と
思
い
ま
す
。
言
わ
ば
、
私
ど
も

に
と

っ
て

一
番
大
切
な
勉
強
の
場
だ
と
も
言

え
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
会
の
日
程
は

一
年

前
か
ら
確
定
さ
せ
て
い
る
次
第
で
す
。
来
年

も
早
い
機
会
に
同
日
程
を
確
定
い
た
し
ま
す

の
で
、
ご
準
備
い
た
だ
き
、
万
障
繰
合
わ
せ

て
の
ご
参
加
を
切
望
い
た
し
ま
す
。

対
外
的
な
吟
諸
行
事
の
開
催
が
難
し
い
今

の
状
況
の
中
で
は
、
私
ど
も
に
と

っ
て
平
生

の
教
場
活
動
が
と
て
も
大
切
に
な

っ
て
い
る

こ
と
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
幸
い
、

各
教
場
の
活
動
は
現
在
順
調
に
実
施
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
ま
さ
に

『行
く
の
が
楽
し
み
だ

逢
う
の
が
楽
し
み
だ
　
吟
ず
る
の
が
楽
し
み

だ
」
そ
ん
な
教
場
で
あ
り
た
い
。

（家
元
）

の
金
言
ど
お
り
の
教
場
づ
く
り
が
進
め
ら
れ

て
い
る
の
で
す
。
教
場
に
よ

っ
て
は
、
独
自

の
教
本
づ
く
り
を
精
力
的
に
す
す
め
て
い
る

と
こ
ろ
あ
り
、
役
割
分
担
を
明
確
に
し
て
、

メ
ン
バ
ー
の
参
加
意
識
、
協
力
意
識
を
醸
成

し
て
い
る
と
こ
ろ
あ
り
、
こ
れ
ら
全
て
が
教

場
の
充
実
に
つ
な
が

っ
て
い
く
も
の
と
思
い

ま
す
。
今
年
の
課
題
吟
の
中
に
あ
る

「桂
林

荘
雑
詠
諸
生
に
示
す

（そ
の

一
）
」
広
瀬
淡

窓
作
に
詠
わ
れ
て
い
る

”君
は
川
流
を
汲
め

我
は
薪
を
拾
わ
ん
“
の
と
お
り
、
皆
で
協
力

し
て
、
皆
で
作
り
あ
げ
る
教
場
を
今
こ
そ
推

し
進
め
た
い
も
の
で
す
。

二
月
ス
タ
ー
ト
．の
熊
谷
分
室

（東
陽
町
）

を
含
み
、
千
代
田
に
は
廿
六
の
拠
点

（教
場

。
分
室
）
が
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
会

員
数
が
四
月

一
日
現
在
二
六

一
名
に
な
り
、

そ
の
会
員
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
結
集
す
る
大
き

な
イ
ベ
ン
ト

「開
設
二
五
周
年
記
念
吟
道
大

会
」
が
十
月
十
六
日

（日
）
に
開
催
さ
れ
る

事
は
既
に
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。
大
会
の

準
備
は
、
日
下

「大
会
準
備
委
員
会
」
を
中

心
に
企
画
の
具
体
化
が
精
力
的
に
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
節
目
の
大
会
に
相
応
し
い
、
全

員
総
参
加
を
基
本
に
し
て
、
充
実
し
た
大
会

に
な
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
出
番
に
応
じ
た
練
習
や
、
準
備
作

業
等
に
ご
協
力
を
頂
く
こ
と
に
な
る
と
思
い

ま
す
が
、
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

こ
の
度
の
大
震
災
を
通
じ
て
、
私
ど
も
の

生
活
の
在
り
よ
う
に
つ
き
改
め
て
見
直
し
が

語
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
あ
．っ
て
、
精

神
面
の
豊
か
さ
は
重
要
な
カ
ギ
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

「吟
礼
」
に
始
ま
る
教
場
の
研

修
は
、
私
ど
も
の
精
神
性
の
向
上
に
つ
な
が

っ
て
い
る
と
は
、
必
ず
し
も

”
我
田
引
水
“

と
も
言
え
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
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最高顧問

飯田 精鷹

常観 間

磯田 縮

岩崎 龍慶

吉メiI 龍鐘

林  龍吾

村上 恒風

平成23年度 千 代 田 岳 精 会 教 場 組 織 図

鈴木 龍成

副会長

山口 隆風 (筆頭)

(兼・業務推進委員長)

菅原 龍琴

(兼・女子部部長)

菅原 克風

(兼・事業部門フリ
゛
→

菊地 駿風

(兼・経理部門リザ ―゙
)

酒井 帆風

(兼・総務部門リータ・―
)

徳本 順風

,  (兼 ・許証部門リサ
・

→

桜 ヶ丘分室

東 陽 町教場

熊谷 分室

中野

菊地 利廣 (駿 風)

前田 道紀 (道 風)

本荘由起子 (麗 風)

渋谷 辰夫 (辰 風)

勝村 忠三 (忠 泉)

三ッ丼美枝子 (愛山)

橋本 隆一 (隆 泉)

菊地 利廣 (駿 風)

荒井さい子 (彩 射

小林 智子 (明 山)

小谷野 弘子 (弘 泉)

大熊 精治 (龍

福田 玲子 (伶

山口富美子 (朱

山口 隆久 (隆

人口  豊 (仁

大田 君江 (龍

本多 弘幸 (弘

高橋 辰巳 (辰

広田 いみ (了

保義 (峰

順治 (順

孝 (孝

恒道 (恒

順治 (順

二郎 (鉾

池田 康子 (康

村井 蓉子 (蓉

富川 武郎 (丞

田中さだ子 (錦

小林 公子 (公

前田 達也 (達 山)

萩原 晴久 (晴 山)

石田 勝美 (勝 泉)

二宮 祥修 (祥 山)

菅原 是克 (克 風)

岩本 博行 (行 風

菅原 純子 (龍 琴)

山手 詢子 (邊 山)

酒井 繁行 (帆 風)

橋本 厚子 (淳 風)

上村 芳子 (芳 山)

教場長

副教場長

分室長

教場長

副舞

分室長

分室長

分室長

分室長

舞

副教場長

分室長

分室顧問

分室長

副分室長

副分室長

代表

分室長

分室長

副分室長

教場長

副教場長

副教場長

分室顧問

分室長

分室長

教場長

副教場長

副教場長

分室長

分室長

教場長

副教場長

副教場長

分室長

教場長

副教場長

教場長

副教場長

教場長

副教場長

副教場長

教場長

副教場長

教場長

副教場長

副教場長

分室長

瀞

励

励
　
励

励

動

励

励

則

~1逗
葉 分室

|

酒井 繁行 (帆

出水田好徳 (鶴

荻   裕 (裕

植村  務 (太

大田 悦子 (緑

西川 定男 (定

風

泉

風

風

風

泉

教場長主幹   1  宮武 峰風

女子部部長    1  菅原 龍琴

顧間

耳塚 昇風

(監査・ 25
周年記念大会

準備委員長)

大熊 龍清

(会員増大担

当)

城戸 稲風

(研修・吟力

向上担当)

前田道風 (主幹)

太田龍翠

花山龍桜

八田仁風

日暮里分室

業務推進委員会
(構成委員 会長・兼務副会長

教場長・ 部門リザ・→

委員長  山口 隆風 (丸二)

副委員長 八日 仁風 (丸二)

太田 龍翠 (草加 )

J 花山 龍桜 (東陽町)

丸一  大熊

東陽町 菊地
″  前田

清水  宮武
″  徳本
″  武藤

神田  池田

続
・閣
議
輔
願
袖
麒

ハザマ 前田 達山
〃  二宮 祥山

錬水  菅原 克風

丸女. 菅原 龍翠

新宿  酒井 帆風

新宿第二橋本 淳風

鎌ヶ谷 荻  裕風

新 宿第二教場

励

励

画

励

励

励
　
励

励
射

勲

①

献
麟
醸
糧
鱗
規

[

鎌ヶ谷

1神 田 教 場
|

ヒ躍
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千代田岳精会部門組織図

平成23年度 千 代 田 岳 精 会 部 門 組 織 図

会長

鈴木 龍成

副会長

山口 隆風 (筆頭)

(兼・業務推進委員長)

菅原 龍琴

(兼・女子部部長)

菅原 克風

(兼・事業部門リーダー
)

菊地 駿風

(兼・経理部門リリ ―゙
l

酒井 帆風

(兼・総務部門リータ―゙
)

徳本 順風

(兼・許証部門リサ ―゙
)

最高顧問

飯田 精鷹

常任顧問

磯田 糀

岩崎 龍慶

吉りll 龍鐘

林  龍吾

村上 恒風

(丸 女)

(草 加)

(東陽町)

(神 田)

(新 宿)

(丸 女)

城戸 稲風 (ハザマ)

前田 道風 (東陽町)

前田 達山 (ハザマ)

萩原 晴山 (ハザマ)

岩本 行風 (錬 水)

本多 凛山 r丸 をヽ

森山 仙泉 (丸 女)

橋本 隆泉 (神楽励

研 修 部 門

詩 歌 研 修

担当

吟 楽 部 門

弘 報 部 門

理 部 門

(会計担当)

顧 問

リーダー

サ ブ
″

″

″

″

″

リーダー

サ ブ
″

リァダー

サ ブ

″

顧問

リーダー

サ ブ
″

リーダー

サ ブ

″

″

″

″

リーダー

サ ブ

リーダー

サ ブ
″

リーダー

サ ブ

″

リーダー

サ ブ
″

リーダー

サ ブ
″

リーダー

サフ
゛
リータ―゙

サ プ
″

″

(銀 座)

(清 水)

(ハザマ)

(鎌ヶ谷)サ
(市 り||)

(ハザマ)

琴

翠

桜

風

風

山

龍

龍

龍

康

淳

遥

朝
知
榊
輝
蘇
岬

長

長部

″

″

″

″

部

副

熙
鋼
堀
　
徊
課
蟻

酪
規
酵
　
荻
軸
鉢

菅原 克風 (錬 水)

却麟練ザ曇じ

水

田

清

神

風

山

順

紘

篠

糊

宮

崎

塚

二

山

手

金子 千峰 (千峰流)

松尾 宝泉 (ハザマ)

三ッ丼愛山 (神楽坂)

太田 緑風 (鎌ヶ谷)

橋本 隆泉 (神楽場

前田 達山 (ハザマ)

萩原 晴山 (ハザマ)

岩本 行風 (錬 水)

本多 凛山 (丸 女)

森山 仙泉 (丸 女)

祥山 (ハザマ)

洋山 (神 田)

勝泉 (新 宿)

八日 仁風 (丸 二)

星野 久風 (清 水)

植村 太風 (鎌ヶ谷)

酒井 帆風 (新 宿)

出水田鶴泉 (新宿二)

蒐場 一泉 (丸 ⊃

菊地 駿風 (東陽町)

武藤 孝山 (清 水)

(会計担当)

三ッ丼愛山 (神楽坂)

加藤 有山 (新 宿)

大竹 一郎 (東陽町)

教場長主幹   1  宮武 峰風

子部部長   1  菅原 龍琴

顧問

耳塚 昇風

(監査・ 25
周年記念大会

準備委員長)

大熊 龍清

(会員増大担

当)

城戸 稲風

(研修・吟力

向上担当)

自作自詠

研修担当

前田道風 (主幹)

大田龍翠

花山龍桜

人田仁風

業務推進委員会

(構成委員 会長・兼務副会長

教場長・部門リータ
や―

)

委員長  山口 隆風 (丸二)

副委員長 ノヽ田 仁風 (丸二)

太田 龍翠 (草lll)

花山 龍桜 (東陽町)

丸一  大熊 龍清

東陽町 菊地 駿風
″  前田 道風

清水  宮武 峰風
″  徳本 順風
″  武藤 孝山

神田  池田 康風

ハザマ 前田 達山
〃  二宮 祥山

錬水  菅原 克風

丸女  菅原 龍翠

新宿  酒井 帆風

新宿第二橋本 淳風

鎌ヶ谷 荻  裕風
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今
年
度

の

一
大
イ
ベ

ン
ト

「千
代
田
創

立
二
五
周
年
」
が
五
か
月
後
に
迫
り
ま
し

た
。二

十
五
年
前
、
最
高
顧
間
飯
田
精
鷹
先

生
が
蒔
か
れ
た

一
粒
の
吟
の
種
が
、
先
輩

達
の
熱
い
想
い
と
強
い
仲
間
意
識
の
な
か

で
、
年
々

「吟
友
の
輸
」
を
急
速
に
広
げ
、

現
在
二
六
拠
点

（教
場

。
分
室
）
、
二
六

〇
名
を
超
え
る
会
員
を
擁
す
る
流
統
最
大

の
会
の

一
つ
に
ま
で
成
長
い
た
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
二
五
周
年
節
目
の
大
会
テ

ー
マ
を
先
輩
達

へ
の
感
謝
の
思
い
を
こ
め

て

「先
輩
よ
あ
り
が
と
う
」
と
し
ま
し
た
。

家
元
の
月
の
こ
と
ば
に

「吟
縁
は
良
縁

「吟
友
は
良
友
」
と
い
う
言
葉
が
あ

っ
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
吟
の
縁
で
結
ば

れ
た
素
晴
ら
し
い
吟
友
と
人
生
を
楽
し
む

こ
と
は
掛
替
え
の
な
い
有
難
い
こ
と
と
改

め
て
思
い
ま
す
。

吟
道
大
会
の
準
備
は
、
既
に

一
年
前
か

ら
、
全
教
場
を
網
羅
し
た
構
成
メ
ン
バ
ー

十
七
名
の
大
会
準
備
委
員
に
よ
り
着
々
と

進
め
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
の
本
大

会

へ
の
希
望

・
声
が
出
来
る
だ
け
反
映
で

き
ま
す
よ
う
に
準
備
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

は
心
が
け
て
い
ま
す
の
で
各
教
場
の
委
員

に
ご
意
見
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
度
の
記
念
大
会
で
は
、
本
部
の
諸

先
生
方
、
近
隣
岳
精
会
の
先
生
方
の
参
加

を
最
小
限
と
し

（ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
）
、

千
代
田
の
会
員
に
ス
ポ

ッ
ト
を
当
て
ま
し

た
。
即
ち

「千
代
田
の
会
員
は
二
回
は
登

吟
脅
嚢

「先
輩
よ
あ
り
が
と
う
」

大
会
準
備
委
員
長
　
耳
塚
　
昇
風

壇
し
て
日
頃
の
勉
強
成
果
を
皆
の
前
で
発

表
す
る
」
と
言
う
も
の
で
す
。
大
会
開
催

日
が
近
づ
き
、
こ
れ
か
ら
は
大
会
に
向
け

て
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
や
役
割
を
皆
さ
ん
に

お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
節
は
是
非
快
く
お
引
き
受
け
願
い
ま

す
。
と
に
か
く

「全
員
参
加
」

「皆
が
主

役
」
が
二
五
周
年
大
会
成
功
の
キ
ー
ワ
ー

ド
で
す
。
そ
し
て
大
会
に
は
今
年
度
の
目

標
で
あ
る
全
教
場
が
揃

っ
て
吟
友
拡
大
を

実
現
し
て
胸
を
張

っ
て
参
集
さ
れ
ま
す
よ

う
心
か
ら
祈
念
し
て
い
ま
す
。

開
催
日

平
成
廿
三
年
十
月
十
六
日

（日
）

九
時
三
〇
分
～
十
七
時
三
〇
分

ハ
ム

一父

都丸千地 」通 東全場
営の代下R機 京電
新内田鉄・関籠都通

○千労
三代働
1田会
三区館
二神全
一田電
九駿通
1河 ホ
ニ台 l

二三ル
―

エ
ハ

一　
一

御
茶
ノ
水
下
車

（聖
橋
回
出
口
）

線

。
新
御
茶
ノ
水
下
車

Ｂ
１
３

線

・
淡
路
町
下
車

Ａ
１
５

宿
線

・
小
川
町
下
車

Ａ
１
７

春心
洗
わ
れ
る
よ
う
な
木
々
の
浅
緑
、
原
宿

帥
汗
麹
却
師
唖
幹
艇
搬
椒
絃
効
神
宰
精
い
吐

春
の
昇
伝
審
査
が
家
吉
精
雄
、
大
西
精
弘
先

生
を
審
査
員
に
お
迎
え
し
て

一
四
六
人
と
い

う
過
去
最
多
の
受
審
者
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

受
審
者

一
人

一
人
が
レ
ベ
ル
の
高
い
ご
指

導
を
頂
き
ま
し
た
。

中
伝
昇
格
者

初
伝
昇
格
者

前
原
　
秀
山

犬
飼
　
尭
山

大
木
　
榮
山

有
馬
　
幸
山

三
井
内
壽
山

山
本
　
薫
山

吉
田
　
暁
山

奈
良
崎
應
山

黒
瀬

　

一
山

平
山
　
勢
山

蒐
場

　

一
泉

永
長
　
隆
泉

）
柏
原
　
恒
泉

）
岡
崎
　
錦
泉

赤
坂
　
美
泉

）
橋
本
　
隆
泉

）
清
水
　
珠
泉

ｒ荒
井
　
彩
泉

村
林
　
恵
泉

田
村
　
菊
泉

小
谷
野
弘
泉

本
多
　
一思
泉

宮
川
　
丞
泉

石
渡
　
政
泉

田
村
　
敏
泉

設
楽
　
昌
泉

田
中
　
錦
泉

可同同丸新同同新同同ハ清同丸

』冒 塁塁  
宿  ご水暫曇

菫里 二        V二
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神

田

（志
茂

）

ハ
ザ

マ

同同丸

の
内

女
子

新
宿

同同新
宿
第

二

同同鎌

ヶ
谷

寿
泉

慶
泉

宝
泉

勇
泉

仙
泉

悠
泉

伯
泉

陽
泉

俊
泉

章
泉

顕
泉

秀
泉

雅
号

「泉
」
を
い
た
だ
く
こ
と
に

神
楽
坂
　
清
水
　
珠
泉

詩
吟
を始
め
てか
らあ
っと
いう
間
の四

狩
ギ
け
湘噸
醐
『
始
識
梗酌
粍
預
鳩
り濤
崎

療
紳
』結
勒
一
爾
肛
絨
酢
雌
、
端
欄
初
曜
な

麟
ぎ噌
囃
晰
齢
つ花翡
曜
睦
田
訛
礼磁
椰
℃
馴

張
も
解
け
あ
と
は
ず

っ
き
り
。
そ
う
、
こ
の

酎
のっ
権
勤
願
筋
卦
ひ
∽
鰊
訂
げ
始
聰
鵜
嘲
肛

は
何
か
気
分
が
軽
く
、
ウ
ー
ウ
ウ
ウ
ー
と
か

吟
じ

（唸

っ
）
て
し
ま
い
行
き
す
ぎ
る
人
に

怪
誹
な
顔
で
振
り
返
ら
れ
た
り
し
ま
す
。
日

頃
の
仕
事
の
疲
れ
や
色
々
な
ス
ト
レ
ス
が
い

つ
の
間
に
か
消
え
て
い
る
の
で
す
。

岳
精
会
に
入

っ
て
良
か

っ
た
こ
と
の
も
う

一
つ
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
知
り
合
え
た
こ
と

で
す
。
特
に
私
よ
り
年
長
の
方
々
の
パ
ワ
フ

レ
覆
肛
経

欲ノレ
絆

どッ
か

晴ュ
強
晰
巾
盤
羅
醐
ぎ
班
ｏ

真
面
目
だ
け
で
な
く
ゆ
と
り
の
あ
る
ユ
ー
モ

ア
精
神
も
楽
し
い
で
す
。

諸
先
生
方
や
先
輩
の
皆
様
の
細
や
か
で
熱

柏濱入中中大後森犬松関稲
崎回住島野堀藤山飼尾川垣

しな
指
導
に
支
え
ら
れ
甘
え
な
が
ら
も
何
と
し

か
こ
こ
ま
で
き
ま
し
た
。

宗
家
信
条

「真

〓
善

・
美
」
は
味
わ
い
の

深
い
言
葉
で
す
。
私
な
り
の
ベ
ー
ス
で
し
か

で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
そ
の
精
神
を

大
切
に

「泉
」
に
相
応
し
い
吟
が
出
来
る
よ

う
学
ん
で
い
こ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。

皆
様
、
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。先

生
と
仲
間
に
感
謝

日
暮
里
　
岡
崎
　
錦
泉

浅
草
の
花
柳
界
の
街
で
小
唄
、
端
瞑
、
新

内
を
聴
き
育
ち
、
縁
あ

っ
て
詩
を
吟
ず
る
こ

と
に
な
り
三
年
。
着
流
し
か
ら
羽
織
袴
の
豪

儀
な
気
持
ち
。
語
彙
の
理
解
と
発
声
の
指
導

の
も
と
で
、
雅
号
を
頂
け
た
の
は
ご
指
導
を

下
さ
い
ま
し
た
諸
先
生
を
は
じ
め
、
日
暮
里

分
室
の
室
長
さ
ん
、
そ
し
て
仲
間
の
皆
さ
ん

の
お
陰
と
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

地
元
で
和
服
の
染
物
、
洗
い
張
り
業
の
三

代
目
店
主
と
し
て
即
、
雅
号
に
屋
号
の

「
に

し
き
や
」
の

「錦
」
の
文
字
か
浮
か
び
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
吟
詠
を
楽
し
み
た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

雅
号
に
よ
せ
て新

宿
　
大
堀
　
伯
泉

浦 闘魅もず錯ち
重当しせし

｀
誤ま吟

剛日ならば頭のしを
作

｀
がれしの連た始

¬私らてば中続
°
め

乃に昇
｀
でがで吟て

木与伝少すグすのあ
将え審 し

゛
チ

゛
難 つ

軍ら査でそ ヤ心じと
をれをもれグ技さい
挽た迎吟でチ体

｀
う

す指え力もヤな奥間L定
まを吟にか深に

で吟しとのななさ四
す題た悪魔るかに年°

は
゜
戦力こ整試が

審杉 苦にとわ行経

査
場
の
窓
越
し
に
望
む
東
郷
神
社
の
日
本
庭

園
に
向
か

っ
て
思
い

っ
き
り
吟
じ
始
め
ま
し

た
。
不
思
議
な
こ
と
に
教
場
で
は
な
か
な
か

出
な
か

っ
た
よ
う
な
声
が
気
持
ち
良
く
出
る

の
で
す
。
さ
て
は
直
前
の
教
場
特
訓
と
こ
の

舞
台
装
置
の
お
陰
か
と
思
い
つ
つ
、
久
し
振

り
に
充
実
感
、
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

狭
心
症
で
ダ
ウ
ン
し
て
以
来
こ
の

一
年
お

世
話
に
な

っ
て
い
る
ド
ク
タ
ー
か
ら
、
こ
こ

数
年
続
け
て

「前
に
比
べ
て
肺
の
形
が
締
ま

っ
て
き
て
い
ま
す
。
い
い
傾
向
で
す
」
と
褒

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
思
い
当
た
る
こ
と
は
詩

吟
以
外
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
常
を
離
れ
、

時
空
を
超
え
て
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
で
き
る
吟

詠
の

一
時
は
、
私
に
と

っ
て
ポ

エ
ジ
ー
の
醍

醐
味
に
ひ
た
れ
る
珠
玉
の
瞬
間
で
あ
り
、
心

身
の
栄
養
剤
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の

”
ひ

と
と
き
“
を
楽
し
み
と
し
、
そ
れ
を
力
に
、

あ
わ
よ
く
ば
白
寿
、
百
寿
を
超
え
る
ま
で
も
、

と
そ
ん
な
願
い
を
雅
号

「伯
泉
」
に
込
め
ま

し
た
。
伯
は
人
編
に
自
で
す
か
ら
百

一
寿
に

な
り
ま
す

（勿
論
こ
れ
は
勝
手
な

コ
ジ
ツ
ケ

で
す
）
９
叶
う
か
ど
う
か
は
天
の
み
ぞ
知
る

こ
と
、
ど
う
せ
な
ら
大
願
を
と
思

っ
て
の
こ

と
で
す
。「吟

楽
」
の
夢ハ

ザ

マ
　
松
尾
　
宝
泉

まま |れ 爽ま伝 ら
しでンたやしLれ入
た吟と庭かた昇ず会°

じ緊園な
°
伝もし

る張に皐観審どて
こし気月念査か四
とた持晴しのし年
が雰ちれて曰く ｀

出囲がと審は思な
来気和新査容うか｀

のん緑に赦日な
内中だの臨な々か
心何せ花みくの上
ホとい木まや私手
ツかかにしつにく
と最

｀
囲たて¬吟

し後ピまがき初じ
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審
査
員
の
大
西
精
弘
先
生
か
ら
指
定
さ
れ

た
吟
題
は

「桂
林
荘
雑
詠
諸
生
に
示
す

（そ

の

一
）
」
で
し
た
。
講
評
で

「大
呼
吸
が
十

分
に
で
き
れ
ば
も

っ
と
吟
が
安
定
す
る
」
と

の
ご
指
摘
を
頂
き
ま
し
た
の
で
今
後
練
習
の

中
で
修
得
し
て
い
く
′所
存
て
す
。

剣
詩
舞
を
始
め
た
こ
と
が
契
機
と
な
り
思

い
が
け
ず
吟
と
の
縁
が
で
き
、

ハ
ザ

マ
教
場

に
入
会
し
て
お
陰
さ
ま
で

「初
伝
」
と
な
り

雅
号
ま
で
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

も
偏
に
諸
先
生
の
熱
烈
な
ど
指
導
を
頂
い
た

お
陰
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご

指
導
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

始
め
て
の
雅
号
を
吟
道
人
生
の
記
念
す
べ

き

一
里
塚
と
肝
に
銘
じ
、
こ
れ
か
ら
は
こ
の

初
心
を
忘
れ
ず
、
い
つ
か
人
前
で
自
信
を
も

っ
て
楽
し
く
吟
じ
る

「吟
楽
」
の
夢
を
正
夢

に
実
現
で
き
る
よ
う
地
道
に
精
進
し
て
い
く

所
存
で
す
。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

初
伝
審
査
試
験
を
終
え
て

熊
谷
副
分
室
長
　
小
谷
野
弘
泉

のもしとが力こ詩副に設 し暖方雅
にこた諸東しれ吟分な

｀
みか教号詩

なれ
°
先日たかに室りそでい場¬吟

りかこ生本いら対長まのす雰の泉を
まらう方大とはじでし副

°
囲皆

L習

す吟しに震思詩てはた分こ気様をい
よ・たは災いの自

｀°
室ののに頂始

う剣大ごそま心ずお雅長度中深くめ
日舞き迷のすをとこ号と

｀
でくこて

々がな惑日
°
表律がをし母の感と早

努よ節をだ熊現すま頂てが勉謝に三
カリ目おつ谷出るしい母熊強申な年
し充をかた分来様いたを谷はしり

｀

て実迎けの室るにのば助分と上
｀
初

参しえ致で開よなでかけ室てげ諸め
りた

｀
し色設うりすりるをもま先て

たも私ま々日努
｀
がで事開楽す生の

ら透勉 迷すお練詩板声らし等きたで先最な ツのしい結てもなじる
も強強審惑が断習吟にをのよでくのあ輩初るプ適かる婚発効

Lて ゛
初

詩しじ査をよりがを穴出依うあ開はる方
｀°

ル格恐
°
式声果¬い少段

吟たな試かろは出やをせ頼とるけ
｀°

の酒入もなそ一途練薄あるしか
と甲さ験けし必来 つ開るで思

°
大も最練も会目指う時中習じる

°
はら

吟斐い前てく要るたけ区防 つ大声 つ近習飲来に導に半ら
｀°

がい慣数
のもとにいLで ｀°

る間犯た声でとまにま丸入の見審しガ午まつれえ

おあ宗
｀
ま¬あ但ま位がパ・で

｀
声でシず三らもえ査きラ後まもてる

仲 り家副すうるしたのあ卜幸前自を教 ヨに年なとるのカスーにのいと

間無先教かち
゛
お独つリロいに信前室ツ大指くに

°
先 ツ越時

L様る三

を事生場らも¬隣りも
｀
l私声をにのク声導な進審生プし試とに筈度

楽終の長
L犬大り暮リールはを持出指をををりみ査がルに験呪¬で目

し了Cか との声がしで○を小出 つす導受出受自
｀
開入が新場文背あの

も
｀Dら 奥泣を近で

｀
米し中すて

｀
でけすけ分窓始場往緑にを伸る受

うこをこさき出い家発先て学練堂口多た教ての外
°｀

来の入唱びが験
°
れ借れん声しので声のい校習々をかも室い番の先心し中室えす緊と

Jゝ りで
°
でまでもや看てかをと大 つののると力生なてをしるる張な

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
諸
先
生

方
ご
指
導
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

最
後
に
被
災
者
の
方
々
に
吟
道
で
エ
ー
ル

を
贈
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

初
伝
審
査
を
受
け
て

ハ
ザ

マ
　
関
川
　
慶
泉

こ
れ
が
試
験
が
終
わ
り
雅
号
も
頂
け
る
で

あ
ろ
う
今
の
心
境
で
す
。

楽
し
み
を
見

つ
け
ま
し
た

鎌

ヶ
谷
　
柏
崎
　
秀
泉

神
日
　
本
多
　
一思
泉

こ
の
度
、
平
成
廿
三
年
度
昇
伝
審
査
に
て

初
伝
の
お
許
し
を
頂
き
、
大
変
光
栄
に
感
じ

て
い
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
神
田
教
場
の

林
先
生
、
池
田
教
場
長
そ
し
て
周
り
の
先
輩

が
た
の
お
陰
と
感
謝
の
気
持
ち
で

一
杯
で
す
。

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

思
い
返
す
と
会
社
の
帰
り
に
新
宿
区
の
区

報
で
知
り
、
何
気
な
く
立
ち
寄

っ
た
縁
で
吟

の
楽
し
さ
を
知
り
今
日
ま
で
魅
了
さ
れ
続
け

t彗藩ふ讐再 累婆塁七雰毛医雰霞兒倉昌
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「

は「酸防び綸嚇轟螂「朴缶Ю鰺珈ぼ肘

雅
号
を
い
た
だ
い
て

丸
の
内
第
二
　
蒐
場

　

一
泉

声
を
磨
く

新
宿
　
後
藤
　
悠
泉

吟
の
楽
し
さ
を
求
め
て
数
年
間
教
場
に
通

対っ
贅
維
梁
勢
ど
に
わ
は
卸
灘
鰐
帥
畔
魏
鶴
江

も
た
ら
す
節
目
と
思

っ
て
い
る
。
ま
た
、
東

日
本
大
震
災
の
年
に
雅
号
を
頂
い
た
こ
と
も

漣
罐
報
麟
江
絨
‰
籍
「
あ
協
議
ご
あ「酬
鍔
、

鳳
嗣
鵬
離
講
濯
潮
酎拙
れ
詢
繭
証
咄
ぴ
噸
稀
ｏ

“
欄
は
ど
暗
統
４
神
徴
雄
和
顎
叫
粍
暉
凛
鈍

魏
な
に
縮
紛
知
麟
臨
∝輌
聞
い
わ
罐
訥
離
つ歩

ぽ
抑
察
グ
は
郊
躙
棟
観
ド
蹴
訪
経
ピ
ン
競
呻

て
上
手
く
詠
じ
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、

助
動
“
夢
盪
醸
た
は
離
」
蹴
鐘
い
び
て
論
糀

流
の
指
導
に
従

っ
た
言
葉
の
正
し
い
発
声
表

現
と
言
葉
に
込
め
ら
れ
た
詩
情
を
理
解
し
て

詠
す
る
こ
と
も
忘
れ
ま
い
。

「声
を
磨
く
」

こ
と
は
至
難
で
は
あ
る
が
楽
し
い
道
の
り
と

思

っ
て
い
る
。

雅
号

「泉
」
を
い
た
だ
い
て

神
田
副
教
場
長
　
宮
川
　
丞
泉

こ
の
度
、
雅
号

「泉
」
を
頂
戴
い
た
し
ま

し
た
。
こ
れ
偏
に
林
先
生
、
池
田
先
生
を
始

め
と
す
る
諸
先
生
、
諸
先
輩
方
の
ご
指
導
に

よ
る
も
の
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
神
田
教

場
に
入
会
し
て
三
年
半
、
吟
の
難
し
さ
が
や

っ
と
少
し
分
か
り
か
け
て
き
た
よ
う
に
感
ず

る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

今
迄
は
と
に
か
く
基
礎
を
確
り
と
、
発
声

に
重
点
を
置
い
た
練
習
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
美
し
く
響
く
声
を
出
す
こ
と
が
な
か

な
か
で
き
ま
せ
ん
。
ど
こ
ま
で
出
来
る
か
は

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
吟
力
向
上
、

聴
き
栄
え
の
す
る
吟
が
で
き
る
よ
う
に
精
進

す
る
つ
も
り
で
す
の
で
、
従
前
に
増
し
て
ご

指
導
ご
鞭
撻
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

初
伝
審
査
を
終
え
て

新
宿
第
二
　
濱
回
　
顕
泉

新
緑
に
輝
く
東
郷
記
念
館
の
庭
園
を
望
む

会
場
で
、
程
よ
い
緊
張
感
の
も
と
初
伝
審
査

を
受
け
さ
せ
て
頂
い
た
。
入
会
し
て
既
に
四

年
の
時
が
経
過
し
た
が
、
こ
の
間
、
音
感
並

び
に
声
量
の
無
さ
、
そ
の
上
西
国
生
ま
れ
の

た
め
ア
ク
セ
ン
ト
の
矯
正
が
ま
ま
な
ら
ず
、

何
時
ま
で
吟
を
続
け
て
い
ら
れ
る
の
か
と
度

々
不
安
に
駆
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
壮
大
且

っ
織
細
な
漢
詩
の
魅
力
に
触
れ
る
と
、
い
つ

の
日
か
作
者
の
詩
情
を
自
分
な
り
に
表
現
で

き
た
ら
と
の
想
い
が

フ
ツ
フ
ツ
と
湧
き
上
が

っ
て
く
る
。

今
回

「初
伝
」
の
雅
号
を
頂
い
た
こ
と
を

契
機
に
、
過
去
を
省
み
て
吟
詠
の
基
本
に
立

ち
返
り
、
正
し
い
発
声

・
音
程

・
ア
ク
セ
ン

ト
、
母
音

へ
の
切
り
換
え
が
確
り
身
に
つ
く

よ
う
愚
直
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

っ

て
い
る
。

今
日

「顕
泉
」
の
雅
号
を
認
許
さ
れ
た
の

も
、
こ
れ
ま
で
辛
抱
強
く
ご
指
導
下
さ

っ
た

情
熱
の
酒
井

・
寛
容
の
橋
本
両
先
生
の
お
陰

だ
と
深
く
感
謝
し
て
い
る
。
ま
た
わ
が
教
場

は

「行
く
の
が
楽
し
み
、
会
う
の
が
楽
し
み
、

吟
ず
る
の
が
楽
し
み
」
と
い
っ
た
千
代
田
の
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初
め
て
雅
号
を
頂
い
て

日
暮
里
　
柏
原
　
恒
泉

桜
の
花
も
散
り
、
爽
や
か
な
季
節
と
な
り

お
り
ま
す
。

頂
誕
却罐
磁ぎ
翻
つ
く和
軸
瑞
あ
喝灘鰐
睦

雲
熟
凝
聴
噺
姓
け
加
ど
鋏
恥
麟
ど
齢
講
曖
ひ

お
り
ま
す。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
した。

な郵岬締罐「に榊螂漱紺藁鉾輸］嶽脚

よ吟っす赫勧森颯は鰤榊攀彰て「凛帥螂轟卿鴻

がな鍮なに神い
「難過碑銀にな霧脚榊岬実。

副げ』韓ゆ載叶顎江だっ滋ガグ飢』は

目
を
見
開
い
て
極
致
を
極
め
た
い

ハ
ザ

マ
　
犬
飼
　
勇
泉

入
会
し
て
三
年
半
、
毎
年
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ

づ
つ
上
を
目
指
し
て
審
査
に
臨
ん
で
き
ま
し

た
が
、
い
よ
い
よ
雅
号
を
戴
け
る
処
と
な
り

感
慨
深
い
思
い
で
今
ま
で
の
歩
み
を
振
返
つ

て
い
ま
す
。

審
査
の
先
生
も

「初
め
は
そ
れ
で
良
い
」

と
の
お
話
で
し
て
の
で
、
詩
心
な
ど
気
に
も

か
け
ず
、
た
だ
大
き
な
声
で
吟
じ
続
け
る
毎

日
で
し
た
。
吟
の
声
に
な
る
の
に
三
年
は
か

か
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
先
生
方
の
腹
に

響
き
わ
た
る
よ
う
な
声
に
は
足
元
に
も
及
ん

で
お
り
ま
せ
ん
。
三
十
年
の
間
違
い
だ

っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
で
も
、
毎

月
の
教
場
で
の
勉
強
の
他
に
、
他
教
場

へ
お

邪
魔
し
た
り
、
研
修
会

・
コ
ン
ク
ー
ル
等
に

出
席
さ
せ
て
頂
く
と
、
ア
ッ
、

ハ
ッ
、
成
程

と
、
自
分
の
勘
違
い
や
未
熟
さ
等
を
思
い
知

ら
さ
れ
て
帰

っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
は
、
薄
い

皮
を
そ
れ
こ
そ
少
し
づ

つ
、
少
し
づ
つ
は
が

さ
れ
て
い
く
実
感
の
積
み
重
ね
で
し
た
。
こ

れ
ら
を
確
り
と
心
に
メ
モ
詩
、
記
憶
し
続
け

て
い
れ
ば
、
も

っ
と
も

っ
と
自
分
の
も
の
に

な

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
、
勿
体
無
か

っ
た
な
と
今
に
な

っ
て
反
省
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
の

「泉
」
号
は
、
こ
の
段
階
で
泉
で

身
を
清
め
、
更
に
心
を
正
し
て
前
に
延
び
る

吟
の
道
を

『真

・
善

”
美
」
を
登
り
続
け
る

準
備
の
為
に
用
意
さ
れ
て
い
る
、
非
常
に
的

を
得
た
雅
号
で
あ
る
と
思
い
至
り
ま
し
た
。

有
り
難
く
頂
戴
し
、
こ
の
喜
び
を
ま
だ
ま
だ

続
く
精
進

へ
の
糧
に
し
て
行
こ
う
と
思

っ
て

お
り
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

初
伝
審
査
を
終
え
て

神
楽
坂
副
分
室
長

橋
本
　
隆
泉

、ヽ_″ノ)ゞ

定順四
よ調月
りで廿
早待四
く合日
着せ

｀

くの晴｀
原天

途宿
｀

中駅電
東竹車
郷下の
神通乗
社 りり
に日継

にぎ
―

′

立
ち
寄
り
今
日
の
首
尾
を
祈
る
。
会
場
は
受

審
の
吟
友
で
混
雑
し
て
い
た
。
時
間
ま
で
大

先
輩
が
発
声
練
習
に
付
き
合

っ
て
下
さ
り
感

謝
。
花
粉
症
の
た
め
か
緊
張
の
た
め
か
発
声

が
上
手
く
い
か
ず
、
若
干
焦
り
を
感
じ
る
。

こ
れ
が
本
番
に
影
響
す
る
と
は
思
わ
な
か

っ

た
。
会
場
に
入
り
審
査
開
始
、
順
番
が
進
む

う
ち
段
々
息
苦
し
く
、
胸
の
動
悸
が
判
る
ほ

ど
に
な

っ
た
、
晴
れ
の
場
で
緊
張
す
る
癖
を

克
服
出
来
な
い
不
甲
斐
な
い
自
分
を
情
け
な

い
と
思

っ
て
も
、
こ
の
場
を
逃
れ
る
こ
と
も

出
来
ず
と
思

っ
て
い
る
う
ち
に
順
番
が
来
た
。

先
生
か
ら
指
定
吟
題
二
題
の
好
き
な
方
を

と
言
わ
れ
、

「桂
林
荘
雑
詠
…
」
を
吟
ず
る

こ
と
に
し
た
。
恐
れ
て
い
た
こ
と
が
起

っ
た

承
句
の
頭
が
出
て
こ
ず
絶
句
、
図
々
し
く
や

り
直
し
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
お
許
し
と

「
下
腹
よ
り
押
し
出
す
よ
う
に
呼
吸
、
声
だ

し
に
留
意
」
と
指
導
を
頂
き
終
了
す
る
こ
と

が
出
来
、
ご
厚
情
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
ご
指
導
頂
い
た
諸
先
生
、
吟
友
、

の
先
輩
、
皆
様
と
の
吟
縁
に
感
謝
。
礼
節
を

重
ん
じ
、

「真
、
善
、
美
」
を
唱
え
つ
つ
、

「泉
」
の
雅
号
に
恥
じ
な
い
吟
を
心
掛
け
、

さ
ら
に
精
進
致
す
所
存
で
あ
る
。

雅
号

「泉
」

稲
垣
　
寿
泉

四
月
二
四
日
、
ラ
ら
ら
か
な
、陽
光
の
下
、

昇
伝
審
査
の
会
場

へ
向
か
い
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
で
、
多
く
の
方
々
が
被
災
さ

れ
て
苦
し
い
状
況
に
あ
る
。中
、
自
分
が
詩
吟

を
や

っ
て
い
る
事
が
申
し
訳
な
い
、
と
い
う

思
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、
人
そ
れ
ぞ
れ
、
与

え
ら
れ
た
立
場
の
中
で
最
善
を
尽
く
す
こ
と

が
大
事
だ
と
思
い
、
自
分
な
り
に
こ
の
審
査

を
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
結
果
は
、
最

善
と
は
言
い
難
い
出
来
で
し
た
が
、
審
査
の

を
頂

志い
茂て
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犠
鮭
い
れ
畑
釉
か
助
磁れ
知
補
疇
罐
雌
頂
塗
、

痛
感
し
ま
し
た
。

今
回

「泉
」
号
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
ご
指
導
下
さ
い
ま
し
た
先
生
方
、

先
輩
の
皆
様
の
お
陰
と
、
深
く
感
謝
し
ま
す
。

吟
剣
詩
舞
道
連
盟

全
国
吟
詠

コ
ン
ク
ー

賞
籠
許
軒
臨
酬

て．
裁
駆

吟へ
湖

コ場
九
％
麟
用
は

今
年
も
品
川
区
四
二
名
、
港
区
四
六
名
、
合

計
八
八
名
が
申
し
込
ん
だ
。
品
川
区
で
は
三

部
で
菅
原
龍
琴
さ
ん
が
優
勝
の
他
十
八
名
の

方
々
が
入
賞
さ
れ
、
上
位
入
賞
の
十
二
名
は

東
京
都
大
会

へ
の
出
場
権
を
獲
得
さ
れ
た
が
、

東
日
本
大
震
災
で
港
区
予
選
、
東
京
都
、
東

日
本
、
全
国
大
会
の
全
て
が
諸
般
の
事
情
に

よ
り
本
年
度
中
止
と
な

っ
た
。
残
念
で
す
が

来
年
を
期
し
、
更
に
研
鑽
を
重
ね
ま
し
ょ
う
。

品
川
区

（三
月
六
日
）

一
般

一
部

　

　

一二
名

四
位
　
　
中
野
　
陽
泉

五
位
　
　
河
原
　
大
介

六
位
　
　
山
本
真
理
子

般
二
部
　
　
　
八
名

三
位
　
　
池
田

八
位
　
　
手
塚

九
位
　
　
加
藤

十

一
位
　
入
住

十
二
位
　
森
山

優
秀
賞
　
本
多

優
秀
賞
　
粕
川

優
秀
賞
　
小
柴

般
三
部
　
　
　
八
名

優
勝
　
　
菅
原
　
龍
琴
　
（丸
　
女
）

十
■

十
■

十
■

十
■

十
■

十
■

十
■

十
■

十
■

十
■

十
■

十
■

十
■

十
■

十
■

十
■

十
■

十
■

康
風

勝
泉

有
山

章
泉

仙
泉

京
泉

紘
山

藤
泉

丸新新

女宿宿

新神神丸新新新神
宿

宿田田女二宿宿田

次優優優九八六
点秀秀秀位位位

賞賞賞

丸神用新新新丸

女田賀宿宿宿女

導ででか ―
宜あ

｀
れこ

じる真てれ
くと面いか
お思目るら
願いによも
いま勉う

｀

申す強に¬
し

゛
し

｀
詩

上こて常吟
げれ行に修
まか く謙得
すらこ虚心°

もとな得｀
が気

L
ご大持に
指切ち煮_

山
手
　
遥
山

坂
下
　
光
夫

酒
井
　
帆
風

奈
良
崎
應
山

田
中
　
錦
泉

宮
川
　
丞
泉

本
多
　
凛
山

吟
詠

コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞

新
宿
　
手
塚
　
勝
泉

平
成
十
七
年
に
入
会
し
て
六
年
目
、
当
初

か
ら
勉
強
に
な
る
か
ら
吟
詠

コ
ン
ク
ー
ル
に

出
ま
せ
ん
か
と
、
教
場
長
に
も
入
会
を
勧
め

て
下
さ

っ
た
お
友
達
か
ら
も
誘
わ
れ
て
、
何

も
分
か
ら
な
い
ま
ま
、
毎
年
参
加
さ
せ
て
頂

い
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
入
会
し
て
間
も
な
く
武
道
館
の
合

吟

コ
ン
タ
ー
ル
ヘ
本
部
女
子
が
出
場
す
る
こ

と
に
な
り
、
見
学
さ
せ
て
頂
く
だ
け
と
言
う

こ
と
で
し
た
が
、
教
場
長
の
ご
配
慮
で
何
と

メ
ン
バ
ー
に
加
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
入
会

し
て
二
年
目
で
全
国
優
勝
と
い
う
大
変
に
嬉

し
く
名
誉
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の

で
す
。

そ
し
て
、
ど
ん
ど
ん
吟
の
面
白
さ
に
の
め

り
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。
た
だ
毎
年
の
吟
詠

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
は
じ
め
の
二
、
三
年
は
緊

張
の
し

っ
ば
な
し
で
し
た
。
や

っ
と
少
し
慣

れ
て
き
て
、
今
回
品
川
区
連
八
位
入
賞
と
言

う
有
難
い
結
果
を
頂
き
、
は
じ
め
は
信
じ
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
は
、
こ
こ
ま
で
導

い
て
下
さ
い
ま
し
た
。
教
場
長
と
素
晴
ら
し

い
仲
間
の
お
陰
で
す
。
ま
た
、
運
も
良
か

っ

た
と
思
い
ま
す
。

皆
様
、
ど
う
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

初
出
場
で
優
秀
賞
を
頂
き
ま
し
た

用
賀
分
室
長
　
田
中
　
錦
泉

詩
吟
を
習
い
始
め
て
三
年
半
、
し
か
も
コ

ン
ク
ー
ル
出
場
は
初
め
て
の
私
が

「優
秀
賞
」

で
名
前
を
呼
ば
れ
た
時
は
ま
る
で
夢
の
よ
う

で
し
た
。
こ
れ
は
偏
に
神
田
教
場
で
熱
心
に

ご
指
導
下
さ

っ
た
林
龍
吾
先
生
、
池
田
康
風

先
生
は
じ
め
各
種
研
修
会
等
で
ポ
イ
ン
ト
を

つ
い
た
ご
指
導
下
さ

っ
た
先
生
方
の
お
陰
と

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

詩
吟
は
年
配
男
性
の
習
い
事
！
と
思
い
込

ん
で
い
た
私
。

「詩
吟
教
室
、
女
性
大
歓
迎

」
の
文
字
に
引
か
れ
興
味
本
位
で
、
覗
き
に

行

っ
た
用
賀
教
室
で
池
田
康
風
先
生
の
澄
ん

だ
、
の
び
や
か
な
吟
詠
に
魅
了
さ
れ
、
即
座

に
入
会
。
こ
れ
が
詩
吟
と
の
ご
縁
の
始
ま
り

で
す
。
先
生
の
説
明
は
頭
で
分
か

っ
て
も
体

が
、
声
が
全
然
言
う
こ
と
を
聞
い
て
く
れ
ず
、

特
に
独
吟
と
な
る
と
力
ん
で
し
ま

っ
て
。

練
習
の
機
会
を
増
や
せ
ば
少
し
は
上
手
に
な

る
か
も
と
神
田
教
場

へ
も
出
席
さ
せ
て
い
た

だ
き
、

コ
ン
ダ
ク
タ
ー
の
習
得
に
も
精
を
出

し
ま
し
た
。

昨
年
末
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
に

「見
学

の
つ
も
り
で
吟
詠

コ
ン
タ
ー
ル
ヘ
出
て
み
ま

せ
ん
か
？
」
と
誘

っ
て
下
さ

っ
た
池
田
先
生
。

初
め
て
出
場
す
る
私
に
舞
台
で
の
立
ち
居
振

舞
、
吟
詠
時
の
姿
勢
、
手
の
組
方
か
ら
目
線

の
位
置
な
ど
事
細
か
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、

ル
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そ
れ
ら
を
頭
に
入
れ
な
が
ら
吟
じ
た
の
が
評

価
さ
れ
た
の
で
は
…
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
は

『真
、
善
、
美
」
を
心
に
吟
の
修

得
に

一
生
懸
命
精
進
を
重
ね
て
参
る
所
存
で

す
。
先
生
方
の
ま
す
ま
す
の
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

品
川
区
吟
詠

コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞
し
て

新
宿
　
坂
下
　
光
夫

先
般
行
な
わ
れ
ま
し
た
品
川
区
吟
詠

コ
ン

ク
ー
ル
予
選

一
般
二
部
に
初
め
て
参
加
し
、

王
守
仁
作
の

「山
中
諸
生
に
示
す
」

（そ
の

五
）
を
吟
じ
ま
し
た
が
、
思
い
も
か
け
ず
八

位
で
入
賞
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
吟
歴

が

一
年
に
も
満
た
な
い
私
が
入
賞
す
る
こ
と

な
ど
予
測
さ
れ
た
方
は
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
だ
れ

一
人
も
お
ら
れ
な
か

っ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
勿
論
自
分
で
も
参
加
す
る
こ
と
に

意
義
か
あ
る
と
い
う
気
持
ち
で
し
た
。
こ
の

よ
う
な
私
が
入
賞
の
栄
誉
に
浴
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
所
属
す

る
新
宿
教
場
の
酒
井
帆
風
教
場
長
や
橋
本
淳

風
副
教
場
長
の
心
の
こ
も

っ
た
、
旦

つ
懇
切

丁
寧
な
ご
指
導
と
、
周
囲
で
温
か
く
応
援
し

て
下
さ

っ
た
諸
先
輩
の
お
陰
で
す
が
、
更
に

は
少
な
い
機
会
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
私
の

よ
う
な
新
人
に
判
り
や
す
く
ご
指
導
下
さ

っ

た
鈴
木
会
長
、
及
び
磯
田
精
信
先
生
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
京
都
大
会
は
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
中

止
に
な
り
、
鈴
木
会
長
か
ら

「残
念
だ

っ
た

ね
」
と
声
を
か
け
て
頂
き
ま
し
た
が
、
二
匹

目
の
ド
ジ

ョ
ウ
が
捕
ま
る
わ
け
も
な
く
、
内

心
で
は
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。

閑
話
体
題
、
こ
の
栄
誉
を
励
み
に
し
て
今

後
も

一
層
吟
に
精
進
致
し
ま
す
の
で
、
皆
様

方
の
ご
指
導
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ト

熊
谷
分
室

（東
陽
町
教
場
）
隣
護

千
代
田
廿
六
番
目
の
拠
点
熊
谷
分
室
が
、

二
月
十

一
日
開
設
さ
れ
た
。
当
日
は
鈴
木
会

長
、
磯
田
精
信
常
任
顧
間
を
は
じ
め
多
数
の

吟
友
が
発
会
セ
レ
モ
ニ
ー
に
参
加
さ
れ
、
そ

の
最
中
に
東
日
本
大
地
震
が
発
生
と
い
う
忘

れ
ら
れ
な
い
日
と
な

っ
た
。

教
場
　
　
熊
谷
市
荒
川
公
民
館

熊
谷
市
宮
前
町

一
―
二
四
―

一

開
催
日
　
毎
月
第
二

・
第
四
金
曜
日

午
後

一
時
三
〇
分
～
三
時
三
〇
分

指
導
体
制

吟
指
導
　
小
林
明
山
分
室
長

伴
奏
　
　
小
谷
野
弘
泉
副
分
室
長

東
陽
町
教
場
か
ら
毎
回

一
名
が
支
援
と
し

（
て
新
曜
舞
珈
購
Ｖ
ぽ
山
龍
桜
、
渋
谷
辰
風
）

ア
ク
セ
ス
　
Ｊ
Ｒ
熊
谷
駅
下
車
徒
歩
八
分

千
代
田
か
ら
最
遠
の
新
天
地
の
教
場
、
新

会
員
九
名
が
入
会
、
総
数
十

一
名
で
ス
タ
ー

ト
、
小
林
分
室
長
の
地
元
で
の
人
望
が
窺
わ

れ
ま
す
。

開
設
の
ご
挨
拶

熊
谷
分
室
長
　
小
林
　
明
山

こ
の
度
、
熊
谷
分
室
を
開
設
い
た
し
ま
し

た
。
菊
地
教
場
長
を
は
じ
め
諸
先
生
に
ひ
と

か
た
な
ら
ず
お
世
話
に
な
り
、
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
宗
家
か
ら
は

「大
切
な
心
を

吟
じ
よ
う
」
と
書
か
れ
た
色
紙
を
戴
き
ま
し

た
。

由式新に
先典会駆三
生が員け月
の始九つ十
吟ま名け一
詠りをて日
新ま合下

｀

体しわさ会
詩たせ つ場
¬

°
総たに

つ終勢先花
りわ二生も
がり六方飾
ねに名十り
草近で五お
■く開名祝
■磯設とい

赫中一い神鋼】強いは脚疇跡帥］融れ

勒嘲確鐸意っされ颯卿黎は嫌炭】櫛繭つ広で切

”
減肘
ぽ
轟
鶴
‐。一一捗
妊
捗
織
勧
知
贅
始
逮
」

指
導
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
度
の
大
震
災
で
亡
く
な
ら

れ
た
方
々
に
哀
悼
の
意
を
表
し
、
被
災
さ
れ

た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
新

会

員

紹

介

】

∝
欲
馳
内

麟
一一

Ｍ

（
場

一一一月
入
〈
ム
）

高
校

の
先
輩
永
長
隆
泉
さ
ん
の
紹
介
で

妊朔
い
し
獄
絵
腱
繊
ま
頻
沢
た
燈
離
懸
帥

で
す
。
ま
た
吟
詠
は
全
く
の
未
経
験
で
あ

り
慧
打写
軍
耐
麟
艦
鈍
鈍躯
飾
蠅
聾
ひ靴

近
劇
章
い
設
け
は
離

紘
（

ぉ

一三り
聯
け
が
に

で
見
学
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性
格
の
期
待
の
女
子
会
員
で
す
。

◇
丸
の
内
第
二
教
場
日
暮
里
分
室

佐
藤
　
松
夫
氏

（二
月
入
会
）

分
室
長
の
ご
近
所
の
方
、
分
室
長
宅
の

外
壁
に
貼

っ
て
あ
る
詩
吟
会
員
募
集
の
ち

ら
し
を
見
て
、
子
供
の
頃
父
親
が
や

っ
て

い
た
の
を
思
い
出
し
懐
か
し
く
自
分
も
習

っ
て
み
よ
う
と
思

っ
た
と
の
事
で
す
。
調

理
師
で
教
場
の
日
は
休
み
を
と
り
易
い
と

前
向
き
に
の
ぞ
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。

吉
田
　
節
子
さ
ん

（四
月
入
会
）

テ
レ
ビ
で
詩
吟
に
興
味
を
持
ち
、
親
戚

の
田
尻
映
泉
さ
ん
の
紹
介
で
入
会
、
何
事

に
も
積
極
的
な
性
格
で
昇
伝
審
査
も
見
学
、

春
の
吟
行
会
に
も
申
し
込
ま
れ
、
分
室
に

活
気
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
。
期
待

の
大
き
な
新
人
さ
ん
で
す
。

風
戸
　
善
展
氏

（五
月
入
会
）

元
商
社

マ
ン
、
現
在
は
悠
々
自
適
の
生

活
の
方
で
す
。
分
室
長
の
店
子
の
居
酒
屋

の
常
連
の
お
客
様
、
本
多
凛
山
さ
ん
の
熱

心
な
お
勧
め
で
入
会
さ
れ
ま
し
た
。
意
欲

満
々
、
今
後
が
楽
し
み
で
す
。

◇
丸
の
内
第
二
教
場
鎌
倉
分
室

酒
井
　
英
時
氏

（
一
月
入
会
）

某
大
手
商
社
の
Ｏ
Ｂ
、
世
界
を
股
に
か

け
活
躍
さ
れ
た
猛
者
。
最
近
声
の
出
が
お

か
し
い
、
詩
吟
が
良
い
の
で
は
と
奥
様
が

電
話
案
内
で
調
べ
、
鈴
木
会
長

へ
電
話
さ

れ
、
鎌
倉

へ
入
会
さ
れ
ま
し
た
。
ど
う
し

て
ど
う
し
て
太
く
い
い
声
で
す
。
地
震
の

日
も
揺
れ
る
中
を
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

藤
谷
　
初
男
氏

（二
月
入
会
）

北
海
道
奥
尻
島
の
生
ま
れ
、
海
の
事
、

魚
の
事
な
ら
ど
ん
と
来
い
。
若
い
頃
他
流

で
鍛
え
た
声
は
素
人
離
れ
、
暫
く
の
中
断

も
何
の
そ
の
、
昇
伝
審
査
で
堂
々
と
披
露

さ
れ
、
意
欲
溢
れ
る
復
活
に
期
待
大
で
す
。

鎌
倉
市
内
の
自
営
業
も
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

宮◇   柳     武     藤  '  福    石δノ
なし詩折いご八¬崎東くケ 田格下ば仕 藤らて分現 村をとをヤ趣 井さ詩教 田丸

れいで役樺 申
｀
さり味福 れ吟室定 の

まま
｀
の島恵し発れアの井スてをの年成内

しす研バ病子込会るでビ商ミい加大退司第
た

゛
修り院さまの程

｀
1事子まえ家職氏二

意人さ酒増レま数氏 の上ナさらまい つはん
°
昇会バでんれ日のニズのさすてさ後⌒教

よ房峯辱基碁百哲↑ 蓮季ノ女翼t鶏竃云
青馨言[曇曇青景;曇三:霧豊

°

槍奮:夏爆し七晴大老け大無二 が
｀
に一し昇和ら年月

て○ら竹後だ丈事月 楽音お月み伝かう来入てで極吟長入のダ腕回 1役月 き味ク会丘

合言首馨曇[][会 を曇贄金:言::脅
3貰

:身::書:i番言:]全 j::V璽おのおんて日れせ  す晴力 す見くしき

雪羹冒省適票雪懇  
°
3r 

°
ttξぜ拿  じ鳥晃を ■賢充曇寧t  f危芸 :_

い
た
し
ま
し
た
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◇
東
陽
町
教
場
神
楽
坂
分
室

西
村
　
榮
雄
氏

（二
月
入
会
）

六
①
の
手
習
い
と
言
い
ま
す
が
、
八
〇

に
な

っ
て
詩
吟
を
勉
強
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

幼
い
頃
、
軍
人
の
父
が
、
風
呂
に
入
る
と

詩
吟
を
唸

っ
て
？
い
た
こ
と
が
懐
か
し
く

想
い
出
さ
れ
ま
す
。

◇
東
陽
町
教
場
熊
谷
分
室

奥
野
　
昭
子
さ
ん

（二
月
入
会
）

数
年
前
、
浅
草
公
会
堂
で
初
め
て
詩
吟

と
い
う
も
の
を
拝
聴
し
、
皆
様
方
の
迫
力

あ
る
吟
詠
に
感
動
い
た
し
ま
し
た
。
今
回

熊
谷
分
室
の
開
設
に
あ
た
り
、
小
林
明
山

先
生
か
ら
お
誘
い
を
受
け
、
詩
吟
に
対
し

て
未
知
な
私
で
す
が
、
先
生
は
漢
詩
に
節

を
つ
け
て
読
め
ば
い
い
の
よ
と
言
わ
れ
て

会
員
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

折
川
　
た
か
子
さ
ん

（二
月
入
会
）

「健
康
維
持
に
何
を
し
よ
う
か
？
」
選
択

肢
が
幾

つ
か
あ

っ
た
時
、
明
山
先
生
が
教

室
を
開
く
と
お
聞
き
し
、
即
、
入
会
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
腹
式
呼
吸
で
な
い
と
声

が
続
き
ま
せ
ん

「健
康
の
基
」
は
詩
吟
だ

と
、
若
さ
を
保

つ
た
め
に
、
伝
統
文
化
に

触
れ
な
が
ら
、
愉
し
ん
で
行
こ
う
と
思
い

ま
す
。

金
子
　
信
子
さ
ん

（三
月
入
会
）

熊
谷
市
在
住
、
本
当
に
未
知
の
世
界
で

つ
い
て
行
け
る
の
か
不
安
で
す
が
、
大
き

い
声
を
出
す
と
、
お
腹
が
空
き
夕
食
の
美

味
し
い
こ
と
。
ま
だ
こ
の
程
度
で
す
が
早

く
受
講
が
楽
し
み
に
な
る
よ
う
、
前
向
き

に
吟
じ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

小
島
　
初
江
さ
ん

（三
月
入
会
）

お
仲
間
に
入
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
以

前
か
ら
興
味
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
ど
こ
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ま
で
出
来
る
よ
う
に
な
る
か
判
り
ま
せ
ん

根
ぃ
、
２
師
蒙
珀
れ
（く粛
蠅
か
鍛
一
ま
す
¨

日
頃
親
し
く
お
付
き
合
い
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
小
林
さ
ん
が
先
生
と
い
う
こ

と
で
入
会
を
決
意
し
ま
し
た
。
吟
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
か
判
り
ま
せ
ん
が
、
皆
様

に
つ
い
て
い
け
る
よ
う
、
楽
し
み
な
が
ら

続
け
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

和
粟
　
美
子
さ
ん

（三
月
入
会
）

カ
ラ
オ
ケ
嫌
い
、
歌
う
の
嫌
い
、
物
覚

え
が
悪
い
。
そ
ん
な
私
が
、
詩
吟
と
剣
舞

と
い
う
別
世
界
に
入
り
、
上
手
く
な
り
た

い
と
思

っ
て
い
る
こ
と
が
不
思
議
で
す
。

大
揺
れ
に
揺
れ
た
発
会
式
、
誰
も
が
忘

れ
え
ぬ
、
そ
し
て
揺
る
が
な
い
熊
谷
分
室

動
燿
瑠
礎
麒
け
浸
疇
”
圏
腱
昭
拠
を
思
い

兼
杉
　
典
子
さ
ん

（三
月
入
会
）

大
好
き
な
詩
吟
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
は

欠
席
す
る
事
の
な
い
よ
う
心
掛
け
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大
藤
　
征
子
さ
ん

（三
月
入
会
）

出
来
れ
ば
遠
ざ
か

っ
て
い
た
い
漢
詩
と

詩
吟
の
世
界
に
、　
一
歩
踏
み
込
み
ま
し
た
。

発
会
式
の
最
中
の
地
震
に
も
堂
々
と
詠
う

諸
先
生
の
潔
い
姿
に
感
動
し
た
か
ら
で
す
。

真
面
目
に
励
み
、
将
来
は
自
作
の
詩
が
吟

詠
出
来
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
上
　
血
（子
さ
ん

（三
月
入
会
）

熊
谷
分
室
開
設
に
思
う

開
設
式
典
の
最
中
に
東
日
本
大
震
災
の
揺

れ
に
あ
い
、
思
い
出
深
い

一
日
と
な
り
ま

し
た
。
詩
吟
も
私
の
趣
味
の

一
っ
と
な
る

よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
頑
張

っ
て
い
き
た
い

◇
神
圏
紳
漿
す
。
宜
し
く
お
願
い致
し
ま
す
。

竹
下
　
賢
二
氏

（二
月
入
会
）

宮
川
丞
泉
さ
ん
が
お
誘
い
下
さ
り
、
二

月
か
ら
皆
様
の
暖
か
い
お
心
遣
い
を
頂
き

な
が
ら
、
岳
精
流
の
吟
を
学
ん
で
い
ま
す
。

吟
の
趣
を
肩
の
力
を
抜
い
て
表
現
で
き
る

よ
う
努
力
し
ま
す
。
お

へ
そ
の
下
に
力
を

入
れ
る

コ
ツ
を
つ
か
む
と
、
ゴ
ル
フ
も
上

手
く
い
き
そ
う
で
す
。

◇

ハ
ザ

マ
教
場

二
反
田
　
奉
幸
氏

（四
月
入
会
）

先
輩
の
萩
原
副
教
場
長
さ
ん
の
熱
心
な

お
誘
い
が
あ
り
ま
し
た
。
見
学
を
せ
て
頂

き
入
会
に
至
り
ま
し
た
。
現
在
私
は
、
剣

道
、
ゴ
ル
フ
等
を
趣
味
と
し
て
お
り
ま
す

が
、
特
に
剣
道
を
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
入
会
さ
せ
て
頂
い
た
吟
の

道
が
ど
ん
な
も
の
か

一
切
判
り
ま
せ
ん
が
、

何
か
剣
の
道
と
共
通
す
る
も
の
が
見
出
せ

れ
ば
幸
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
長

続
き
す
る
べ
く
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
宜
し
く
ご
指
導
お
願
い
し
ま
す
。

宮
永
　
明
彦
氏

（五
月
入
会
）

建
設
会
社

ハ
ザ

マ
の
卒
業
生
で
す
。
社

友
会
の
新
年
会
で
ハ
ザ

マ
教
場
の
先
輩
達

の
詩
吟
を
聴
き
感
激
し
ま
し
た
。
カ
ラ
オ

ケ
が
好
き
で
し
た
が
、
退
職
後
は
声
を
出

す
こ
と
も
少
な
く
、
現
在
は
や
や
肥
満
。

詩
吟
を
や
る
こ
と
が
健
康
に
つ
な
が
る
と

思
い
入
会
し
ま
し
た
。　
一
日
も
早
く
先
輩

達
の
よ
う
に
独
吟
出
来
る
よ
う
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

◇
丸
の
内
女
子
教
場

高
桑
　
敏
生
氏

（二
月
入
会
）

私
は
、
日
頃
口
で
声
を
出
し
て
し
ま
い

腹
か
ら
声
を
出
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
し

た
。
あ
る
時
ラ
ジ
オ
で
詩
吟
を
初
め
て
し

っ
か
り
と
聴
き
、
詩
吟
に
興
味
を
持
ち
ま

し
た
。
教
室
を
見
学
に
来
て
、
即
入
会
を

決
意
し
、
お
世
話
に
な
る
事
に
し
ま
し
た
。

）離
い
掲
姉
睦
出
せ
る
よ
う
頑
張
り
た
い一）す逝さ¬いじる大自員校街停ス全中 の集原慰家たし
°
さつち思

｀
こ会粛が体は電を員

｀
当回め発めを生ま三

ごれてよ案被のもム帰育心で乗大最日復てのに失活 つ月
冥たいだは災時中 1宅館細信 り変後

｀
をい事な つがた十

福
°
た
Lな地期止 ド難でか号継だま私大る故らた

｀°
一

を弘松のいの
｀
とで民一 つもい つではきが鎮な被突何日

祈報田パか支詩な諸を夜た消でた続鎌 く時静い災然十を
り部好ソと援吟リコ経を

°
え何

°
け倉妨間化気者消年境

事背景ヲ曇重翁悪ジ管票信晶ふ壇ふ璽ゼ曇簿ダ糎響石噴°
ダブ編ま来滞気 |た しずか帰が

｀
でししてる

｀
て百日

メリ集すなムがルギ
°
た避 りり全さ皆ま

｀
る

°
どし年本

||を
°
い !失 も電人難が着てあさつ復技加んまとが

⌒ジダ進 もドわ全力も所全い停帰んて興術えない続変
八甚 lめ  のをれ国事居のくた止るといやをて言家いわ
田大がて か払て吟情て小無が

｀
の勉る生全福葉族て つ

Vで
急下 よ拭い道と全学い

｀
バが強

°
産て島もや来て

◇
訓
欝
Ч
∃
明
剰
民
月
日
翻
馴
樹
ｑ

平
成
廿
三
年
四
月
廿
五
日
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
享
年
七
〇
歳
　
弘
報
部
門

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
ま

し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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